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(57)【要約】
【課題】それを知覚できる人の迷惑にならない程度にジ
ョブに関連した音を出力するジョブ関連通知出力装置を
提供する。
【解決手段】連続したジョブが終了した時に連続ジョブ
終了を示す通知を出力する連続ジョブ終了通知手段と、
単独のジョブが終了した時に単独ジョブ終了を示す通知
を出力する単独ジョブ終了通知手段と、を備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　連続したジョブが終了した時に連続ジョブ終了を示す通知を出力する連続ジョブ終了通
知手段と、
　単独のジョブが終了した時に単独ジョブ終了を示す通知を出力する単独ジョブ終了通知
手段と、
　を備えることを特徴とするジョブ関連通知出力装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のジョブ関連通知出力装置であって、
　ジョブのユーザが変更されたならば、ユーザが変更したことを示す通知を出力するユー
ザ変更通知手段を更に備えることを特徴とするジョブ関連通知出力装置。
【請求項３】
　請求項２に記載のジョブ関連通知出力装置であって、
　前記ユーザ変更通知手段は、変更前又は変更後のユーザに対応した通知を出力すること
を特徴とするジョブ関連通知出力装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３の何れか１項に記載のジョブ関連通知出力装置であって、
　相互に関連した複数のジョブに含まれる最初のジョブが開始した時にそれを示す通知を
出力する関連ジョブ開始通知手段を更に備えることを特徴とするジョブ関連通知出力装置
。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れか１項に記載のジョブ関連通知出力装置であって、
　相互に関連した複数のジョブに含まれる最後のジョブが終了した時にそれを示す通知を
出力する関連ジョブ終了通知手段を更に備えることを特徴とするジョブ関連通知出力装置
。
【請求項６】
　請求項１乃至４の何れか１項に記載のジョブ関連通知出力装置であって、
　所定時間以上のジョブが終了した時にそれを示す通知を出力する長ジョブ終了通知手段
を更に備えることを特徴とするジョブ関連通知出力装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れか１項に記載のジョブ関連通知出力装置を備えることを特徴とす
る複合機。
【請求項８】
　請求項１乃至６の何れか１項に記載のジョブ関連通知出力装置を備えることを特徴とす
る画像形成装置。
【請求項９】
　連続したジョブが終了した時に連続ジョブ終了を示す通知を出力する連続ジョブ終了通
知ステップと、
　単独のジョブが終了した時に単独ジョブ終了を示す通知を出力する単独ジョブ終了通知
ステップと、
　を有することを特徴とするジョブ関連通知出力方法。
【請求項１０】
　コンピュータを請求項１乃至６の何れか１項に記載のジョブ関連通知出力装置として機
能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ジョブ関連通知出力装置、複合機及び画像形成装置並びにジョブ関連通知出
力方法に関する。
【背景技術】
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【０００２】
従来、図１に示すような構成においてネットワーク７９４を介してコンピュータ７９０＃
１、７９０＃２、７９０＃Ｎなどのホスト装置からの印刷データを印刷する複合機などの
印刷装置７９２において、印刷装置７９２が少し離れた場所にある場合、印刷装置７９２
の状態を把握しづらいため、印刷装置７９２の状態に従って予め決められた音声を再生す
ることにより、印刷装置７９２の状態を音声通知により確認可能とし、特に、ユーザは自
分が実行した印刷ジョブの完了を確認した上で印刷物を取りに行くことを望むため、印刷
ジョブの完了がわかるように、印刷ジョブの完了を音声で通知し、音声通知により印刷ジ
ョブの完了を確認可能とするのが一般的である。
【０００３】
　特許文献１では、個々の印刷ジョブに対応する印刷状況を音声により通知し、個々のユ
ーザが印刷状況を容易に判断できるようにする手段が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－２３４２３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、複数の印刷ジョブが連続で実行された場合には、印刷ジョブの完了毎に
音声が通知されてしまい、音声が頻繁に鳴って騒がしくなってしまう場合があった。
【０００６】
　具体例を図１に示す。複合機７９２は、ネットワーク７９４により接続されたコンピュ
ータ７９０＃１、７９０＃２、．．．、７９０＃Ｎなどからのプリントジョブの実行の要
求に従って、プリントを実行する。そして、複合機７９２は、プリントジョブ（以下、単
に「ジョブ」という。）が完了する度に、これをコンピュータ７９０＃１、７９０＃２、
．．．、７９０＃Ｎの利用者に知らせるためのジョブ終了音を利用者に届く程度のレベル
で出力する。
【０００７】
　例えば、複合機は、図２に示すように、ジョブ＃１からジョブ＃１１について、ジョブ
が連続していてもしていなくても、各ジョブが終了するたびに、ジョブ終了音を出力する
。
【０００８】
　そこで、本発明は、それを知覚できる人の迷惑にならない程度にジョブに関連したもの
を出力するジョブ関連通知出力装置、複合機及び画像形成装置並びにジョブ関連通知出力
方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明によれば、
　連続したジョブが終了した時に連続ジョブ終了を示す通知を出力する連続ジョブ終了通
知手段と、
　単独のジョブが終了した時に単独ジョブ終了を示す通知を出力する単独ジョブ終了通知
手段と、
　を備えることを特徴とするジョブ関連通知出力装置が提供される。
【００１０】
　また、本発明によれば、上記のジョブ関連通知出力装置を備える複合機が提供される。
【００１１】
　更に、本発明によれば、上記のジョブ関連通知出力装置を備える画像形成装置が提供さ
れる。
【００１２】
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　更に、本発明によれば、
　連続したジョブが終了した時に連続ジョブ終了を示す通知を出力する連続ジョブ終了通
知ステップと、
　単独のジョブが終了した時に単独ジョブ終了を示す通知を出力する単独ジョブ終了通知
ステップと、
　を有することを特徴とするジョブ関連通知出力方法が提供される。
【００１３】
　更に、本発明によれば、コンピュータを上記のジョブ関連通知出力装置として機能させ
るためのプログラムが提供される。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、出力したものがそれを知覚できる人の迷惑にならない。
【００１５】
　本発明によれば、
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】ネットワークを介して相互に接続された印刷装置と複数のコンピュータを示す図
である。
【図２】従来例によるジョブ終了音を出力するタイミングを示す概念図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態において出力される音を示す概念図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態によるジョブ関連通知出力方法を説明するためのフロ
ーチャートである。
【図５】本発明の第２の実施の形態において出力される音を示す概念図である。
【図６】本発明の第２の実施の形態によるジョブ関連通知出力方法を説明するためのフロ
ーチャートである。
【図７】本発明の第３の実施の形態において出力される音を示す概念図である。
【図８】本発明の第３の実施の形態によるジョブ関連通知出力方法を説明するためのフロ
ーチャートである。
【図９】本発明の第４の実施の形態において出力される音を示す概念図である。
【図１０】本発明の第５の実施の形態によるジョブ関連通知出力方法を説明するためのフ
ローチャートである。
【図１１】本発明の第６の実施の形態において出力される音を示す概念図である。
【図１２】本発明の第５の実施の形態によるジョブ関連通知出力方法を説明するためのフ
ローチャートである。
【図１３】本発明の第６の実施の形態によるジョブ関連通知出力装置の構成を示す機能ブ
ロック図である。
【図１４】本発明の第７の実施の形態による複合機の概念的断面図である。
【図１５】本発明の第７の実施の形態による複合機の機能ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面を参照して本発明を実施するための形態について詳細に説明する。
【００１８】
　［第１の実施の形態］
　第１の実施形態によれば、複合機は、図３に示すように、ジョブが連続していれば、連
続した最後のジョブが終了する度に連続ジョブ終了音を出力し、ジョブが連続していなけ
れば、ジョブが終了する度に単独ジョブ終了音を出力する。従って、連続したジョブに含
まれる最後のジョブ以外のジョブが終了したときにはジョブ終了音を出力しない。
【００１９】
　図３の例では、ジョブ＃４とジョブ＃５が連続しているので、ジョブ＃４の終了時には
ジョブ終了音を出力せず、ジョブ＃５の終了時に連続ジョブ終了音を出力する。
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【００２０】
　また、ジョブ＃６とジョブ＃７とジョブ＃８が連続しているので、ジョブ＃６とジョブ
＃７の終了時にはジョブ終了音を出力せず、ジョブ＃８の終了時に連続ジョブ終了音を出
力する。
【００２１】
　更に、ジョブ＃９とジョブ＃１０とジョブ＃１１が連続しているので、ジョブ＃９とジ
ョブ＃１０の終了時にはジョブ終了音を出力せず、ジョブ＃１１の終了時に連続ジョブ終
了音を出力する。
【００２２】
　ジョブ＃１、ジョブ＃２及びジョブ＃３は、連続しておらず、単独ジョブであるので、
これらのジョブが終了する度に、単独ジョブ終了音を出力する。
【００２３】
　また、ジョブ＃９は、所定時間以上要したジョブであるので、長ジョブ終了音を出力す
る。
【００２４】
　次に、第１の実施の形態によるジョブ関連通知出力方法の説明をする。
【００２５】
　図４を参照すると、まず、連続するジョブの数を数えるための変数である「連続数」を
ゼロに初期化する（ステップＳ３０1）。
【００２６】
　ジョブが開始したならば（ステップＳ３０３でＹＥＳ）、ジョブ長タイマをジョブ長タ
イマ用の所定値からスタートさせる（ステップＳ３０５）。この時点からジョブ長カウン
ターはカウントダウンを開始する。
【００２７】
　次に、ジョブが完了したならば（ステップＳ３０７でＹＥＳ）、ジョブ長タイマを停止
させる（ステップＳ３０９）。
【００２８】
　次に、ジョブ間隔タイマをジョブ間隔タイマ用の所定値からスタートさせる（ステップ
Ｓ３１１）。
【００２９】
　次に、次のジョブの開始又はジョブ間隔タイマのタイムアウトを待つ（ステップＳ３１
３、Ｓ３１５）。
【００３０】
　ジョブ間隔タイマがタイムアウトする前に次のジョブが開始したならば（ステップＳ３
１３でＹＥＳ）、ジョブ長タイマがタイムアウトしているかをみて、そうならば（ステッ
プＳ３１７でＹＥＳ）、長ジョブ終了音を出力する（ステップＳ３１９）。そして、連続
数を１だけ増加させてから（ステップＳ３２１）、ステップＳ３０３に戻る。ステップＳ
３１９では、単独ジョブ終了音を出力してもよい。
【００３１】
　次のジョブが開始する前にジョブ間隔タイマがタイムアウトしたならば（ステップＳ３
１５でＹＥＳ）、「連続数」がゼロであるかをみて、そうならば（ステップＳ３２３でＹ
ＥＳ）、単独ジョブ終了音を出力してから（ステップＳ３２５）、ステップＳ３０１に戻
る。「連続数」がゼロでなければ（ステップＳ３２３でＮＯ）、連続ジョブ終了音を出力
してから（ステップＳ３２７）、ステップＳ３０１に戻る。
【００３２】
　［第２の実施の形態］
　第２の実施形態によれば、複合機は、図５に示すように、ジョブが連続していれば、連
続した最後のジョブが終了する度に連続ジョブ終了音を出力し、ジョブが連続していなけ
れば、ジョブが終了する度に単独ジョブ終了音を出力する。従って、連続したジョブに含
まれる最後のジョブ以外のジョブが終了したときにはジョブ終了音を出力しない。
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【００３３】
　また、第２の実施の形態においては、連続ジョブにおいて、ジョブのユーザが変化する
度に前のユーザに対応したユーザ終了音を出力する。なお、例えば、ジョブを複合機に送
ってきたコンピュータによりユーザを識別することができる。
【００３４】
　図５の例では、ジョブ＃４とジョブ＃５が連続しているので、ジョブ＃４の終了時には
ジョブ終了音を出力せず、ジョブ＃５の終了時に連続ジョブ終了音を出力する。
【００３５】
　また、ジョブ＃６とジョブ＃７とジョブ＃８が連続しているので、ジョブ＃６とジョブ
＃７の終了時にはジョブ終了音を出力せず、ジョブ＃８の終了時に連続ジョブ終了音を出
力する。
【００３６】
　更に、ジョブ＃９とジョブ＃１０とジョブ＃１１が連続しているので、ジョブ＃９とジ
ョブ＃１０の終了時にはジョブ終了音を出力せず、ジョブ＃１１の終了時に連続ジョブ終
了音を出力する。
【００３７】
　ジョブ＃４とジョブ＃５は、連続するが、ジョブ＃４のユーザはＢであり、ジョブ＃５
のユーザはＣであるので、ジョブ＃４の終了時にユーザＢの終了音を出力する。
【００３８】
　ジョブ＃６とジョブ＃７とジョブ＃８は、連続するが、ジョブ＃６のユーザはＣであり
、ジョブ＃７とジョブ＃８のユーザはＤであるので、ジョブ＃６の終了時にユーザＣの終
了音を出力する。
【００３９】
　ジョブ＃９とジョブ＃１０とジョブ＃１１は、連続するが、ジョブ＃９とジョブ＃１０
のユーザはＥであり、ジョブ＃１１のユーザはＦであるので、ジョブ＃１０の終了時にユ
ーザＥの終了音を出力する。
【００４０】
　ジョブ＃１、ジョブ＃２及びジョブ＃３は、連続しておらず、単独ジョブであるので、
これらのジョブが終了する度に、単独ジョブ終了音を出力する。
【００４１】
　なお、単独ジョブにおいても、ユーザ終了音を出力してもよい。つまり、ジョブ＃２の
終了時にユーザＡの終了音を出力してもよい。
【００４２】
　また、連続ジョブにおいても、ユーザ終了音を出力してもよい。
【００４３】
　また、特定のユーザに対応した終了音の代わりに、単にユーザが変化したことを示す終
了音を出力してもよい。
【００４４】
　次に、第２の実施の形態によるジョブ関連通知出力方法の説明をする。
【００４５】
　図６を参照すると、まず、連続するジョブの数を数えるための変数である「連続数」を
ゼロに初期化する（ステップＳ３０1）。
【００４６】
　ジョブが開始したならば（ステップＳ３０３でＹＥＳ）、連続数が１以上且つ１つ前の
ジョブのユーザＩＤと現在のジョブのユーザＩＤが異なるか
をみて、そうならば（ステップＳ３３１でＹＥＳ、ステップＳ３３３でＹＥＳ）、前のユ
ーザに対応したジョブ終了音を出力する（ステップＳ３３５）。特定のユーザに対応しな
いジョブ終了音を出力してもよい。
【００４７】
　次に、現在のジョブのユーザＩＤを記憶する（ステップＳ３３７）。



(7) JP 2020-6606 A 2020.1.16

10

20

30

40

50

【００４８】
　次に、ジョブ長タイマをジョブ長タイマ用の所定値からスタートさせる（ステップＳ３
０５）。この時点からジョブ長カウンターはカウントダウンを開始する。
【００４９】
　次に、ジョブが完了したならば（ステップＳ３０７でＹＥＳ）、ジョブ長タイマを停止
させる（ステップＳ３０９）。
【００５０】
　次に、ジョブ間隔タイマをジョブ間隔タイマ用の所定値からスタートさせる（ステップ
Ｓ３１１）。
【００５１】
　次に、次のジョブの開始又はジョブ間隔タイマのタイムアウトを待つ（ステップＳ３１
３、Ｓ３１５）。
【００５２】
　ジョブ間隔タイマがタイムアウトする前に次のジョブが開始したならば（ステップＳ３
１３でＹＥＳ）、ジョブ長タイマがタイムアウトしているかをみて、そうならば（ステッ
プＳ３１７でＹＥＳ）、長ジョブ終了音を出力する（ステップＳ３１９）。そして、連続
数を１だけ増加させてから（ステップＳ３２１）、ステップＳ３０３に戻る。ステップＳ
３１９では、単独ジョブ終了音を出力してもよい。
【００５３】
　次のジョブが開始する前にジョブ間隔タイマがタイムアウトしたならば（ステップＳ３
１５でＹＥＳ）、「連続数」がゼロであるかをみて、そうならば（ステップＳ３２３でＹ
ＥＳ）、単独ジョブ終了音を出力してから（ステップＳ３２５）、ステップＳ３０１に戻
る。「連続数」がゼロでなければ（ステップＳ３２３でＮＯ）、連続ジョブ終了音を出力
してから（ステップＳ３２７）、ステップＳ３０１に戻る。
【００５４】
　単独ジョブでもユーザ終了音を出力するためには、ステップＳ３３１での判断を常にＹ
ＥＳにする。
【００５５】
　［第３の実施の形態］
　第３の実施形態によれば、複合機は、図７に示すように、ジョブが連続していれば、連
続した最後のジョブが終了する度に連続ジョブ終了音を出力し、ジョブが連続していなけ
れば、ジョブが終了する度に単独ジョブ終了音を出力する。従って、連続したジョブに含
まれる最後のジョブ以外のジョブが終了したときにはジョブ終了音を出力しない。
【００５６】
　また、第３の実施の形態においては、連続ジョブにおいて、ジョブのユーザが変化する
度に今回のユーザに対応したユーザ終了音を出力する。
【００５７】
　図７の例では、ジョブ＃４とジョブ＃５が連続しているので、ジョブ＃４の終了時には
ジョブ終了音を出力せず、ジョブ＃５の終了時に連続ジョブ終了音を出力する。
【００５８】
　また、ジョブ＃６とジョブ＃７とジョブ＃８が連続しているので、ジョブ＃６とジョブ
＃７の終了時にはジョブ終了音を出力せず、ジョブ＃８の終了時に連続ジョブ終了音を出
力する。
【００５９】
　更に、ジョブ＃９とジョブ＃１０とジョブ＃１１が連続しているので、ジョブ＃９とジ
ョブ＃１０の終了時にはジョブ終了音を出力せず、ジョブ＃１１の終了時に連続ジョブ終
了音を出力する。
【００６０】
　ジョブ＃４とジョブ＃５は、連続するが、ジョブ＃４のユーザはＢであり、ジョブ＃５
のユーザはＣであるので、ジョブ＃４の終了時（すなわち、ジョブ＃５の開始時）にユー
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ザＣの開始音を出力する。
【００６１】
　ジョブ＃６とジョブ＃７とジョブ＃８は、連続するが、ジョブ＃６のユーザはＣであり
、ジョブ＃７とジョブ＃８のユーザはＤであるので、ジョブ＃６の終了時（すなわち、ジ
ョブ＃７の開始時）にユーザＤの開始音を出力する。
【００６２】
　ジョブ＃９とジョブ＃１０とジョブ＃１１は、連続するが、ジョブ＃９とジョブ＃１０
のユーザはＥであり、ジョブ＃１１のユーザはＦであるので、ジョブ＃１０の終了時（す
なわち、ジョブ＃１１の開始時）にユーザＦの終了音を出力する。
【００６３】
　ジョブ＃１、ジョブ＃２及びジョブ＃３は、連続しておらず、単独ジョブであるので、
これらのジョブが終了する度に、単独ジョブ終了音を出力する。
【００６４】
　なお、単独ジョブにおいても、ユーザ終了音を出力してもよい。つまり、ジョブ＃３の
開始時にユーザＢの終了音を出力してもよい。
【００６５】
　また、特定のユーザに対応した開始音の代わりに、単にユーザが変化したことを示す開
始音を出力してもよい。
【００６６】
　次に、第３の実施の形態によるジョブ関連通知出力方法の説明をする。
【００６７】
　第２の実施形態に対応する図６と第３の実施形態に対応する図８より明らかなように、
第３の実施の形態は、第２の実施の形態と比較し、前のユーザに対応したジョブ終了音を
出力するステップＳ３３５が、現在のユーザに対応したジョブ開始音を出力するステップ
Ｓ３３９に置き換わる点のみが異なる。他のステップは、共通であるので、重複する説明
を省略する。
【００６８】
　ステップＳ３３９では、特定のユーザに対応しないジョブ開始音を出力してもよい。
【００６９】
　［第４の実施の形態］
　第４の実施形態によれば、複合機は、図９に示すように、ジョブが連続していれば、連
続した最後のジョブが終了する度に連続ジョブ終了音を出力し、ジョブが連続していなけ
れば、ジョブが終了する度に単独ジョブ終了音を出力する。従って、連続したジョブに含
まれる最後のジョブ以外のジョブが終了したときにはジョブ終了音を出力しない。
【００７０】
　また、第４の実施の形態においては、連続ジョブにおいて、関連ジョブが終了する度に
前の関連ジョブに対応した関連ジョブ終了音を出力する。
【００７１】
　図９の例では、ジョブ＃４とジョブ＃５が連続しているので、ジョブ＃４の終了時には
ジョブ終了音を出力せず、ジョブ＃５の終了時に連続ジョブ終了音を出力する。
【００７２】
　また、ジョブ＃６とジョブ＃７とジョブ＃８が連続しているので、ジョブ＃６とジョブ
＃７の終了時にはジョブ終了音を出力せず、ジョブ＃８の終了時に連続ジョブ終了音を出
力する。
【００７３】
　更に、ジョブ＃９とジョブ＃１０とジョブ＃１１が連続しているので、ジョブ＃９とジ
ョブ＃１０の終了時にはジョブ終了音を出力せず、ジョブ＃１１の終了時に連続ジョブ終
了音を出力する。
【００７４】
　ジョブ＃４とジョブ＃５は、連続するが、ジョブ＃４の関連付けＩＤがＱ２でありジョ
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ブ＃５の関連付けＩＤがＲ１であり、ジョブ＃４とジョブ＃５の関連性がないので、ジョ
ブ＃４の終了時に関連ジョブＱの終了音を出力する。
【００７５】
　ジョブ＃６とジョブ＃７とジョブ＃８は、連続するが、ジョブ＃６の関連付けＩＤがＲ
１であり、ジョブ＃７の関連付けＩＤがＳ１でありジョブ＃８の関連付けＩＤがＳ２であ
り、ジョブ＃６とジョブ＃７の関連性がないので、ジョブ＃６の終了時に関連ジョブＲの
終了音を出力する。
【００７６】
　ジョブ＃９とジョブ＃１０とジョブ＃１１は、連続するが、ジョブ＃９の関連付けＩＤ
がＮＵＬＬでありジョブ＃１０の関連付けＩＤがＮＵＬＬでありジョブ＃１１の関連付け
ＩＤがＵ１であり、ジョブ＃１０とジョブ＃１１の関連性がない。しかし、もともと、ジ
ョブ＃１０は他のジョブと関連付いていないので、ジョブ＃１０の終了時に関連ジョブ終
了音を出力しない。
【００７７】
　ジョブ＃１、ジョブ＃２及びジョブ＃３は、連続しておらず、単独ジョブであるので、
これらのジョブが終了する度に、単独ジョブ終了音を出力する。
【００７８】
　なお、もともと他のジョブと関連付いていないジョブが終了し、次から相互に関連した
ジョブが開始するときに関連ジョブ開始音を出力してもよい。図９の例では、ジョブ＃１
０の終了時に例えばＮＵＬＬに対応した関連ジョブ終了音を出力してもよい。
【００７９】
　次に、第４の実施の形態によるジョブ関連通知出力方法の説明をする。
【００８０】
　図１０を参照すると、まず、連続するジョブの数を数えるための変数である「連続数」
をゼロに初期化する（ステップＳ３０1）。
【００８１】
　ジョブが開始したならば（ステップＳ３０３でＹＥＳ）、連続数が１以上且つ１つ前の
ジョブの関連付けＩＤと現在のジョブの関連付けＩＤがジョブ相互間の関連性を示してい
るかをみて、そうでないならば（ステップＳ３４１でＹＥＳ、ステップＳ３４３でＮＯ）
、前の関連付けＩＤに対応したジョブ終了音を出力する（ステップＳ３４５）。
【００８２】
　なお、関連付けがないときの関連付けＩＤの値を所定値としておいて、関連付けＩＤが
あるときの関連付けＩＤをそれ以外の何れかの値としている。相互に関連付けられている
ジョブの関連付けＩＤの値は同一又は関連付けられていることがそれから判断できるよう
な値を持つ。コンピュータにおいて、同一のフォルダにあるファイルの印刷ジョブが関連
付けられていると判断してもよいし、同一の日付のファイルの印刷ジョブが関連付けられ
ていると判断してもよいし、同一の種類のファイルが関連付けられていると判断してもよ
いし、同一のアプリケーションのファイルが関連付けられていると判断してもよいし、こ
れらの組合わせにより関連付けられているか否かを判断してもよいし、利用者や所定のア
プリケーションにより設定された関連付けＩＤにより関連付けられているか否かを判断し
てもよい。
【００８３】
　ステップＳ３４５において、前の関連付けＩＤがＮＵＬＬであるならば、ＮＵＬＬに対
応したジョブ終了音を出力してもよいし、何も出力しなくてもよい。
【００８４】
　次に、現在のジョブの関連付けＩＤを記憶する（ステップＳ３３７）。
【００８５】
　次に、ジョブ長タイマをジョブ長タイマ用の所定値からスタートさせる（ステップＳ３
０５）。この時点からジョブ長カウンターはカウントダウンを開始する。
【００８６】
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　次に、ジョブが完了したならば（ステップＳ３０７でＹＥＳ）、ジョブ長タイマを停止
させる（ステップＳ３０９）。
【００８７】
　次に、ジョブ間隔タイマをジョブ間隔タイマ用の所定値からスタートさせる（ステップ
Ｓ３１１）。
【００８８】
　次に、次のジョブの開始又はジョブ間隔タイマのタイムアウトを待つ（ステップＳ３１
３、Ｓ３１５）。
【００８９】
　ジョブ間隔タイマがタイムアウトする前に次のジョブが開始したならば（ステップＳ３
１３でＹＥＳ）、ジョブ長タイマがタイムアウトしているかをみて、そうならば（ステッ
プＳ３１７でＹＥＳ）、長ジョブ終了音を出力する（ステップＳ３１９）。そして、連続
数を１だけ増加させてから（ステップＳ３２１）、ステップＳ３０３に戻る。ステップＳ
３１９では、単独ジョブ終了音を出力してもよい。
【００９０】
　次のジョブが開始する前にジョブ間隔タイマがタイムアウトしたならば（ステップＳ３
１５でＹＥＳ）、「連続数」がゼロであるかをみて、そうならば（ステップＳ３２３でＹ
ＥＳ）、単独ジョブ終了音を出力してから（ステップＳ３２５）、ステップＳ３０１に戻
る。「連続数」がゼロでなければ（ステップＳ３２３でＮＯ）、連続ジョブ終了音を出力
してから（ステップＳ３２７）、ステップＳ３０１に戻る。
【００９１】
　［第５の実施の形態］
　第５の実施形態によれば、複合機は、図１１に示すように、ジョブが連続していれば、
連続した最後のジョブが終了する度に連続ジョブ終了音を出力し、ジョブが連続していな
ければ、ジョブが終了する度に単独ジョブ終了音を出力する。従って、連続したジョブに
含まれる最後のジョブ以外のジョブが終了したときにはジョブ終了音を出力しない。
【００９２】
　また、第５の実施の形態においては、連続ジョブにおいて、関連ジョブが終了する度に
前の関連ジョブに対応した関連ジョブ終了音を出力する。
【００９３】
　図１１の例では、ジョブ＃４とジョブ＃５が連続しているので、ジョブ＃４の終了時に
はジョブ終了音を出力せず、ジョブ＃５の終了時に連続ジョブ終了音を出力する。
【００９４】
　また、ジョブ＃６とジョブ＃７とジョブ＃８が連続しているので、ジョブ＃６とジョブ
＃７の終了時にはジョブ終了音を出力せず、ジョブ＃８の終了時に連続ジョブ終了音を出
力する。
【００９５】
　更に、ジョブ＃９とジョブ＃１０とジョブ＃１１が連続しているので、ジョブ＃９とジ
ョブ＃１０の終了時にはジョブ終了音を出力せず、ジョブ＃１１の終了時に連続ジョブ終
了音を出力する。
【００９６】
　ジョブ＃４とジョブ＃５は、連続するが、ジョブ＃４の関連付けＩＤがＱ２でありジョ
ブ＃５の関連付けＩＤがＲ１であり、ジョブ＃４とジョブ＃５の関連性がない。しかし、
もともと、ジョブ＃５は他のジョブと関連付いていないので、ジョブ＃５の開始時に関連
ジョブ開始音を出力しない。
【００９７】
　ジョブ＃６とジョブ＃７とジョブ＃８は、連続するが、ジョブ＃６の関連付けＩＤがＮ
ＵＬＬであり、ジョブ＃７の関連付けＩＤがＳ１であり、ジョブ＃８の関連付けＩＤがＳ
２であり、ジョブ＃６とジョブ＃７の関連性がないので、ジョブ＃７の開始時に関連ジョ
ブＳの開始音を出力する。
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【００９８】
　ジョブ＃９とジョブ＃１０とジョブ＃１１は、連続するが、ジョブ＃９の関連付けＩＤ
がＴ１であり、ジョブ＃１０の関連付けＩＤがＴ２であり、ジョブ＃１１の関連付けＩＤ
がＵ１であり、ジョブ＃１０とジョブ＃１１の関連性がない。従って、ジョブ＃１１の開
始時に関連ジョブＵの開始音を出力する。
【００９９】
　ジョブ＃１、ジョブ＃２及びジョブ＃３は、連続しておらず、単独ジョブであるので、
これらのジョブが終了する度に、単独ジョブ終了音を出力する。
【０１００】
　なお、相互に関連したジョブが終了し、もともと他のジョブと関連付いていないジョブ
が開始するときに関連ジョブ開始音を出力してもよい。図１１の例では、ジョブ＃５の開
始時に例えばＮＵＬＬに対応した関連ジョブ開始音を出力してもよい。
【０１０１】
　次に、第５の実施の形態によるジョブ関連通知出力方法の説明をする。
【０１０２】
　第４の実施形態に対応する図１０と第５の実施形態に対応する図１２より明らかなよう
に、第５の実施の形態は、第４の実施の形態と比較し、前の関連付けＩＤに対応したジョ
ブ終了音を出力するステップＳ３４５が、現在の関連付けＩＤに対応したジョブ開始音を
出力するステップＳ３４９に置き換わる点が異なる。
【０１０３】
　また、ステップＳ３４９において、次の関連付けＩＤがＮＵＬＬであるならば、ＮＵＬ
Ｌに対応したジョブ開始音を出力してもよいし、何も出力しなくてもよい。
【０１０４】
　他のステップは、共通であるので、重複する説明を省略する。
【０１０５】
　［第６の実施の形態］
　複合機の設定により、第１の実施の形態乃至第５の実施の形態の何れかを選択すること
ができるようにしてもよい。特に、同一の複合機において、管理者又は利用者による設定
により、何れかを選択できるようにしてもよい。
【０１０６】
　但し、第２の実施の形態と第３の実施の形態は相互に排他的に選択することが通常であ
り、第４の実施の形態と第５の実施の形態も相互に排他的に選択することが通常である。
【０１０７】
　フローチャートには示していないが、第２の実施の形態におけるステップＳ３３１から
ステップＳ３３７と第４の実施の形態におけるステップＳ３４１からステップＳ３４７の
双方を実行してもよい。つまり、利用者が変更することに係る通知と、関連したジョブの
開始又は終了に係る通知を同時に実行してもよい。同様に、第２の実施の形態と第５の実
施形態の組合わせ、第３の実施形態と第４の実施形態の組合わせ、及び第３の実施形態と
第５の実施形態の組合わせなどを構成することができる。複数種類の通知が同一ジョブの
開始時又は終了時に重複するならば、時間をずらして全部出力してもよいし、所定の優先
順位に従って、一部のみを有効化してもよい。
【０１０８】
　［第７の実施の形態］
　第１乃至第６の実施の形態によるジョブ関連通知出力方法を実行するための第７の実施
の形態によるジョブ関連出力装置の構成を示す機能ブロック図を図１３に示す。
【０１０９】
　図１３を参照すると、ジョブ関連出力装置１０１は、印刷ジョブデータ解析部１１１、
ジョブ間隔検出部１１３、ジョブ長検出部１１５、ユーザ判定部１１７、関連ジョブ判定
部１１９、連続ジョブ終了通知部１２１、単独ジョブ終了通知部１２３、ユーザ変更通知
部１２５、関連ジョブ開始通知部１２７、関連ジョブ終了通知部１２９、長ジョブ終了通
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知部１３１及び音声出力部１３３を含む。
【０１１０】
　印刷ジョブデータ解析部１１１は、印刷ジョブデータを入力して、それを解析する。
【０１１１】
　ジョブ間隔検出部１１３は、ジョブとそれに続くジョブの時間間隔を検出する。特に、
その時間間隔が所定値以下であるか否かを検出する。
【０１１２】
　ジョブ長検出部１１５は、各ジョブの時間的な長さを検出する。特に、各ジョブの時間
的な長さが所定長以上か否かを検出する。
【０１１３】
　ユーザ判定部１１７は、各ジョブに含まれるユーザＩＤなどに基づいて各ジョブのユー
ザを判定する。
【０１１４】
　関連ジョブ判定部１１９は、各ジョブに含まれる関連付けＩＤに基づいて、ジョブが関
連するか否かを判定する。
【０１１５】
　連続ジョブ終了通知部１２１は、連続したジョブが終了した時に、それを示す音を出力
する。音声の種類をそれを示すためのものにすることや、音声によってそれを示すことが
できる。
【０１１６】
　単独ジョブ終了通知部１２３は、単独ジョブが終了した時に、それを示す音を出力する
。音声の種類をそれを示すためのものにすることや、音声によってそれを示すことができ
る。
【０１１７】
　ユーザ変更通知部１２５は、ユーザが変更した時に、それを示す音を出力する。音声の
種類をそれを示すためのものにすることや、音声によってそれを示すことができる。特に
、特定のユーザを表すために、そのユーザに対応した種類の音を用いたり、ユーザ名の音
声を用いてもよい。
【０１１８】
　関連ジョブ開始通知部１２７は、関連ジョブが開始した時に、それを示す音を出力する
。音声の種類をそれを示すためのものにすることや、音声によってそれを示すことができ
る。
【０１１９】
　関連ジョブ終了通知部１２９は、関連ジョブが終了した時に、それを示す音を出力する
。音声の種類をそれを示すためのものにすることや、音声によってそれを示すことができ
る。
【０１２０】
　長ジョブ終了通知部１３１は、長ジョブが終了した時に、それを示す音を出力する。音
声の種類をそれを示すためのものにすることや、音声によってそれを示すことができる。
【０１２１】
　音声出力部１３３は、連続ジョブ終了通知部１２１、単独ジョブ終了通知部１２３、ユ
ーザ変更通知部１２５、関連ジョブ開始通知部１２７、関連ジョブ終了通知部１２９及び
長ジョブ終了通知部１３１が出力しようとする音を出力する。
【０１２２】
　［第８の実施の形態］
　第８の実施の形態は、第７の実施の形態によるジョブ関連出力装置を含む複合機８００
に関するものである。図１４及び図１５は、複合機８００の構成などを示すものである。
【０１２３】
　図１４及び図１５に示すように、複合機８００は、原稿の画像を読み取る原稿読取装置
８２０と、シートに画像を形成する複合機本体（画像形成部本体）８３０と、原稿読取装
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置８２０及び複合機本体８３０を操作するための操作パネル部８４３と、操作パネル部８
４３による操作に基づいて原稿読取装置８２０及び複合機本体８３０を制御する演算処理
部８４１と、を備えている。
【０１２４】
　画像読取りのために原稿読取装置８２０を単体で用いること、画像形成のために複合機
本体８３０を単体で用いることの他に、画像を複写するためにこれらを連動させることも
できる。また、複合機８００は図示しない記憶装置及びファクシミリ装置を含んでいても
よい。記憶装置は、原稿読取装置８２０により読み取られた画像やファクシミリ装置によ
り受信した画像を格納することができる。ファクシミリ装置は、原稿読取装置８２０によ
り読み取られた画像や記憶装置に格納されている画像を送信することと、外部から画像を
受信することができる。更に、複合機８００は、ネットワークを介してパーソナルコンピ
ュータと接続するためのインターフェースを含んでいてもよい。複合機８００に接続され
たパーソナルコンピュータは、これが管理できるデータについて複合機の機能を利用する
ことができる。
【０１２５】
　原稿読取装置８２０は、原稿を自動給送する原稿自動給送部ＳＰＦ(Single Pass Feede
r)８２４と、原稿の画像を読み取る読取装置本体８２２と、を備えている。なお、原稿読
取装置８２０は、図１５に示す構成要素の他に、図１５は示されないが図１４に示される
構成要素も含む。また、図１４に示すように、読取装置本体８２２には、原稿台８２６が
備わる。
【０１２６】
　複合機本体８３０は、シートを給送するシート給送部１０と、シートを手差し給送可能
な手差し給送部２０と、シート給送部１０又は手差し給送部２０により給送されるシート
に画像を形成する画像形成部３０と、を備えている。
【０１２７】
　シート給送部１０は、シートを積載するシート積載部１１と、シート積載部１１に積載
されたシートを１枚ずつ分離給送する分離給送部１２と、を備えている。シート積載部１
１は、回転軸１３を中心に回動する中板１４を備えており、中板１４は、シートを給送す
る際に回動してシートを上方に持ち上げる。分離給送部１２は、中板１４により持ち上げ
られたシートを給送するピックアップローラ１５と、ピックアップローラ１５により給送
されるシートを１枚ずつに分離する分離ローラ対１６と、を備えている。
【０１２８】
　手差し給送部２０は、シートを積載可能な手差しトレイ２１と、手差しトレイ２１に積
載されたシートを１枚ずつ分離給送する分離給送部２２と、を備えている。手差しトレイ
２１は、複合機本体８３０に回動自在に支持されており、手差し給送する際には、所定の
角度に固定させることでシートを積載可能になる。分離給送部２２は、手差しトレイ２１
に積載されたシートを給送するピックアップローラ２３と、ピックアップローラ２３によ
り給送されるシートを１枚ずつに分離する分離ローラ２４及び分離パッド２５と、を備え
ている。
【０１２９】
　画像形成部３０は、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）、ブラック（Ｋ）
の画像を形成する４つのプロセスカートリッジ３１Ｙ～３１Ｋと、後述する感光体ドラム
７４０Ｙ～７４０Ｋと、これらの表面を露光する露光装置３２と、感光体ドラム７４０Ｙ
～７４０Ｋの表面に形成されたトナー像をシートに転写する転写部（転写手段）３３と、
転写したトナー像をシートに定着させる定着部３４と、を備えている。なお、符号の最後
に付すアルファベット（Ｙ、Ｍ、Ｃ、Ｋ）は、それぞれの色（イエロー、マゼンタ、シア
ン、ブラック）を示している。
【０１３０】
　４つのプロセスカートリッジ３１Ｙ～３１Ｋのそれぞれは、複合機本体８３０から取り
外し可能に構成されており、交換可能となっている。なお、４つのプロセスカートリッジ
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３１Ｙ～３１Ｋは、形成する画像の色が異なること以外は同様な構成であるため、イエロ
ー（Ｙ）の画像を形成するプロセスカートリッジ３１Ｙの構成のみの説明し、プロセスカ
ートリッジ３１Ｍ～３１Ｋの説明は省略する。
【０１３１】
　プロセスカートリッジ３１Ｙは、像担持体としての感光体ドラム７４０Ｙと、感光体ド
ラム７４０Ｙを帯電させる帯電器７４１Ｙと、感光体ドラム７４０Ｙ上に形成された静電
潜像を現像する現像装置７４２Ｙと、感光体ドラム７４０Ｙの表面に残留するトナーを除
去するドラムクリーナと、を備えている。現像装置７４２Ｙは、感光体ドラム７４０Ｙを
現像する現像装置本体（詳細には図示せず）と、現像装置本体にトナーを供給するトナー
カートリッジ（詳細には図示せず）と、を備えている。トナーカートリッジは、現像装置
本体に着脱可能に構成されており、収容されたトナーが無くなると、現像装置本体から取
り外して、交換することができるようになっている。
【０１３２】
　露光装置３２は、レーザ光を照射する光源（図示せず）と、レーザ光を感光体ドラム７
４０Ｙ～７４０Ｋに導く複数のミラー（図示せず）等と、を備えている。転写部３３は、
感光体ドラム７４０Ｙ～７４０Ｋに形成されたトナー像を担持する中間転写ベルト３５と
、感光体ドラム７４０Ｙ～７４０Ｋに形成されたトナー像を中間転写ベルト３５に一次転
写する一次転写ローラ３６Ｙ～３６Ｋと、中間転写ベルト３５に転写されたトナー像をシ
ートに二次転写する二次転写ローラ３７と、中間転写ベルト３５に残留するトナーを除去
するベルトクリーナ３８と、を備えている。中間転写ベルト３５は、駆動ローラ３９ａ及
び従動ローラ３９ｂに掛け渡されており、一次転写ローラ３６Ｙ～３６Ｋによって感光体
ドラム７４０Ｙ～７４０Ｋに押し付けられている。二次転写ローラ３７は、駆動ローラ３
９ａとで中間転写ベルト３５をニップ（挟持）しており、ニップ部Ｎで中間転写ベルト３
５が担持するトナー像をシートに転写する。定着部３４は、シートを加熱する加熱ローラ
３４ａと、加熱ローラ３４ａに圧接する加圧ローラ３４ｂと、を備えている。
【０１３３】
　操作パネル部８４３は、所定の情報を表示する表示部８４５と、利用者が原稿読取装置
８２０及び複合機本体８３０への指示を入力する入力部８４７と、を備えている。本実施
形態においては、操作パネル部８４３は、読取装置本体８２２の正面側に配設されている
。なお、正面側は図１４の紙面の手前側に対応し、裏面側は図１４の背面側に対応する。
【０１３４】
　図１５に示すように、演算処理部８４１は、シート給送部１０、手差し給送部２０、画
像形成部３０及び原稿読取装置８２０を駆動制御するＣＰＵ８４１ａと、ＣＰＵ８４１ａ
を動作させるための各種プログラムとＣＰＵ８４１ａが用いる各種情報等を記憶するメモ
リ８４１ｂと、を備えている。演算処理部８４１は、利用者による操作パネル部８４３へ
の操作に基づいて、シート給送部１０、手差し給送部２０、画像形成部３０及び原稿読取
装置８２０の動作を統合して制御し、シートに画像を形成させる。
【０１３５】
　次に、上述のように構成された複合機８００による画像形成動作（演算処理部８４１に
よる画像形成制御）について説明する。本実施形態においては、原稿自動給送部８２４に
より給送され、読取装置本体８２２により読み取られた読取原稿の画像を、シート給送部
１０により給送されるシートに画像形成部３０が形成する画像形成動作を例にとり説明す
る。
【０１３６】
　利用者による操作パネル部８４３の入力部８４７への入力により、画像形成開始信号が
発信されると、利用者により原稿自動給送部８２４に載置された読取原稿が原稿読取位置
に向けて自動給送され、原稿読取位置で読取装置本体８２２によって画像が読み取られる
。
【０１３７】
　読取装置本体８２２により原稿の画像が読み取られると、読み取られた原稿の画像情報
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に基づいて、露光装置３２が感光体ドラム７４０Ｙ～７４０Ｋに向けて、それぞれに対応
する複数のレーザ光を照射する。このとき、感光体ドラム７４０Ｙ～７４０Ｋは、それぞ
れ、帯電器７４１Ｙ～７４１Ｋにより予め帯電されており、それぞれに対応するレーザ光
が照射されることで感光体ドラム７４０Ｙ～７４０Ｋ上にそれぞれの静電潜像が形成され
る。その後、現像装置７４２Ｙ～７４２Ｋにより感光体ドラム７４０Ｙ～７４０Ｋ上にそ
れぞれ形成された静電潜像が現像され、感光体ドラム７４０Ｙ～７４０Ｋ上に、イエロー
（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）及びブラック（Ｋ）のトナー像が形成される。感
光体ドラム７４０Ｙ～７４０Ｋ上に形成された各色のトナー像は、一次転写ローラ３６Ｙ
～３６Ｋによって中間転写ベルト３５に重畳転写され、重畳転写されたトナー像（フルカ
ラーのトナー像）は、中間転写ベルト３５に担持された状態でニップ部Ｎまで搬送される
。
【０１３８】
　上述の画像形成動作に並行して、シート積載部１１に積載されたシートが、分離給送部
１２によって１枚ずつに分離されながら、ピックアップローラ１５によりシート搬送路２
６に給送される。そして、ニップ部Ｎのシート搬送方向上流にあるレジストローラ対２７
で、斜行が補正されると共に、所定の搬送タイミングでニップ部Ｎに搬送される。ニップ
部Ｎに搬送されたシートは、二次転写ローラ３７によって中間転写ベルト３５が担持する
フルカラーのトナー像が転写される。
【０１３９】
　トナー像が転写されたシートは、定着部３４で加熱・加圧されることでトナー像が溶融
定着され、排出ローラ対１８により装置外に排出される。装置外に排出されたシートは、
排出シート積載部１９に積載される。
【０１４０】
　なお、シートの両面（第１面及び第２面）に画像を形成する場合には、第１面に画像が
形成されたシートが装置外に排出される前に、排出ローラ対１８を逆回転させて両面搬送
路１７に搬送し、両面搬送路１７を介して画像形成部３０に再搬送する。そして、第１面
と同様に、第２面に画像を形成し、装置外に排出する。装置外に排出されたシートは、排
出シート積載部１９に積載される。
【０１４１】
　上記の実施形態では、プリントジョブに関連した説明をしたが、他の種類のジョブにも
これらの実施形態を適用することができる。
【０１４２】
　また、複合機以外の装置にも適用することができる。
【０１４３】
　更に、出力するものは、音声でなくてもよい。例えば、画像や文字であってもよい。
【０１４４】
　なお、上記のジョブ関連出力装置は、ハードウェア、ソフトウェア又はこれらの組合わ
せにより実現することができる。また、上記のジョブ関連出力装置により行なわれるジョ
ブ関連通知出力方法も、ハードウェア、ソフトウェア又はこれらに組合わせにより実現す
ることができる。ここで、ソフトウェアによって実現されるとは、コンピュータがプログ
ラムを読み込んで実行することにより実現されることを意味する。
【０１４５】
　プログラムは、様々なタイプの非一時的なコンピュータ可読媒体(non-transitory comp
uter readable medium)を用いて格納され、コンピュータに供給することができる。非一
時的なコンピュータ可読媒体は、様々なタイプの実体のある記録媒体(tangible storage 
medium)を含む。非一時的なコンピュータ可読媒体の例は、磁気記録媒体（例えば、フレ
キシブルディスク、磁気テープ、ハードディスクドライブ）、光磁気記録媒体（例えば、
光磁気ディスク）、ＣＤ－ＲＯＭ(Read Only Memory)、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－Ｒ／Ｗ、半導体
メモリ（例えば、マスクＲＯＭ、ＰＲＯＭ(Programmable ROM)、ＥＰＲＯＭ(Erasable PR
OM)、フラッシュＲＯＭ、ＲＡＭ(random access memory)）を含む。また、プログラムは
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、様々なタイプの一時的なコンピュータ可読媒体(transitory computer readable medium
)によってコンピュータに供給されてもよい。一時的なコンピュータ可読媒体の例は、電
気信号、光信号、及び電磁波を含む。一時的なコンピュータ可読媒体は、電線及び光ファ
イバ等の有線通信路、又は無線通信路を介して、プログラムをコンピュータに供給できる
。
【０１４６】
　本発明はその精神または主要な特徴から逸脱することなく、他の種々の形で実施するこ
とができる。そのため、前述した各実施形態は単なる例示にすぎず、限定的に解釈される
べきではない。本発明の範囲は特許請求の範囲によって示すものであって、明細書本文に
はなんら拘束されない。さらに、特許請求の範囲の均等範囲に属する変形や変更はすべて
本発明の範囲内のものである。
【産業上の利用可能性】
【０１４７】
　本発明は、ジョブに関連した音の出力に利用することができる。
【符号の説明】
【０１４８】
　１０１　ジョブ関連出力装置
　１１１　印刷ジョブデータ解析部
　１１３　ジョブ間隔検出部
　１１５　ジョブ長検出部
　１１７　ユーザ判定部
　１１９　関連ジョブ判定部
　１２１　連続ジョブ終了通知部
　１２３　単独ジョブ終了通知部
　１２５　ユーザ変更通知部
　１２７　関連ジョブ開始通知部
　１２９　関連ジョブ終了通知部
　１３１　長ジョブ終了通知部
　１３３　音声出力部
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